
カーボンニュートラルに向けた取組について

資 料 ２

２ 栃木県の現状（CO2排出状況等）

令和３(2021)年７月１日 栃木県環境森林部気候変動対策課



（１）県内の気候変動影響
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栃木県
（宇都宮）

これまで 21世紀末
（対策を講じない場合）

参考

年平均気温

・約2.33℃上昇
（100年あたり）

・2020年 15.0℃

・約4～4.5℃上昇

・21世紀末
19～19.5℃

2020年の年平均気温

宮崎県（宮崎） 18.3℃
鹿児島県（鹿児島）19.2℃
沖縄県（那覇） 23.8℃

真夏日の
年間日数

・約27.6日増加
（80年あたり）

・2020年 50日

（特に県南・県央部で）
・約50～65日増加

・21世紀末
約100～115日

2020年の真夏日日数

宮崎県（宮崎） 66日
鹿児島県（鹿児島） 64日
沖縄県（那覇） 108日

※ 国の第一次気候変動影響評価の結果を参考に、本県における影響を抜粋したもの
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（２）2050年カーボンニュートラル実現のイメージ

・森林面積が大幅に増えない限り増加は見込めない。
・皆伐再造林による森林の若返り、適正な間伐の実施などにより 63万トンを維持

カーボンニュートラル
に必要な削減

国の目標削減率
（見直し前） （見直し後）
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▲26％

■ 排出量
■ 吸収量

CO2排出量
（万t-CO2）

▲97％

▲46％



（３）CO2排出状況（エネルギー・非エネルギーの別）

40％ が電力
45％ が非電力（化石燃料）

エネルギー由来が
全体の85％
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エネルギー

1,478 

非エネルギー

266 

電力

696 
40%

非電力

782 
45%

工業プロセス

149 
8%

廃棄物

34 
2%

農業

83 
5%

CO2排出量
（2018年度）

1,744万t

電力会社等から供給
される電力の消費

石油・ガソリン等の
化石燃料の消費

万t万t

万t

万t

万t
万t

万t



産業

533 
36%

家庭

252 
17%

業務

257 
17%

交通

436 
30%

エネルギー計
1,478万t

（３）CO2排出状況（分野別）

・産業と交通で６６％
・産業の９割が製造業

事務所・ビル
商業・サービス業 等

製造業
建設業
鉱業
農林業 等

自動車
鉄道

※ エネルギー由来のCO2の内訳 4
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（４）CO2の削減イメージ
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